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旬

ソビエト研究所
ソビエト研究所は、日ソ協会のイニシアティヴで89年1月28日に発足した、日ソ
両国民の相互理解と友好の発展の観点から、ソ連の国民生活と文化、学術と芸術ならび
に経済、社会、政治などの総合的研究の振興と、ソ連に関する正確な知識の普及をめざ
すわ力画唯一の民間研究所です。

◆ 「 糸 鱈 寺 全 ＝ 」 帝 U 度 ⑳ こ ぎ 壽 三 ' 六 I ◆
ソビエト研究所の趣旨と事業に賛同し、研究所の成果の活用を希望する方々は「維持

会員」の脂岐をご利用いただけます。会費と特典は以下のとおりです。
1 . 会 費

個人会員 年額 12,000円 団体会員 1口年額30，000円
2．定期刊行物の無料配布

「ソビエト研究』（年2回発行）：『ビュレティン』（隔月発行）
3．研究会、シンポジウム、講演会などのご案内
4．研究所所持の各種資料・情報の供与
5．ソ連への研究者の派遣の斡旋および来日ソ連人研究者の紹介など

＊＊＊ 申し込みは直接ソビエト研究所まで（住所・電話は本誌巻末参照） ＊＊＊

○●○ 『日ソ経済調査資料』（月刊）も1 989年4月号からソビエト研銅刑に移行 ○●○
★☆★ ソビエト研究所（準）編集『ペレストロイカ』も好評3刷 残部僅少 ★☆★

ピｭﾚﾃｨｺﾞ 諺
･･………大崎平八郎

･ … … ･ … … 長 繩 光 男

イリーナ・レベデヴァ

… … 小 森 田 秋 夫

… … … 竹 森 正 孝

ﾔ ｺ ﾌ ･ ジ ン ベ ル グ

倉 持 俊 一

と 【 ま I !

ソ ビ エ ト
研 究 所

第19号 1992年2月

扉の言葉◆堀江邑一先生の死を悼む……･…

論説◆『道標』論の現在………… ･ ……

ロシア人の目◆私は信じます、ロシアの再生を。

第20号 1992年4月

扉の言葉◆「独立の新聞」は独立しているか？………………

論説◆新局面を迎えた「ソビエト研究」の課題… “……・

特別寄稿◆フョードロフの国際政治における反乱とその源嗣1）

ソビエト研究所創立3周年記念シンポジウム◆

「世界史におけるソ連一一‘‘74，，年の意味を問う」(1)
ロシア革命試論…･“…，．……･…･“…………．．
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巻
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言

Ｏ
特
集
 
ソ
連
七
四
年
の
織
括
の
た
め
に
Ｏ

歴
史
●
ソ
連
の
国
家
主
義
的
変
質
の
諸
要
因

法
律
●
ソ
ビ
エ
ト
法
は
社
会
主
義
法
で
あ
っ
た
か
？

Ｉ
社
会
主
義
と
「
所
有
」
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
大
江
泰
一
郎

政
治
●
ソ
連
邦
七
四
年
の
政
治
的
意
味

外
交
●
ソ
連
外
交
（
理
論
）
の
軌
跡
を
ど
う
評
価
す
る
か

Ｉ
自
己
の
研
究
史
に
関
連
さ
せ
て
Ｉ
菊
井
禮
次
岬

も
く
じ

文
学
●
「
ソ
ビ
エ
ト
文
学
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
？
大
木
昭
男
塊

美
術
●
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
再
評
価
の
軌
跡
か
ら
五
十
殿
利
治
別

東
 
郷
正
 
延
４

西
 
嶋
有
 
厚
６

加
 
藤
哲
 
郎
弘

‐
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と
い
う
よ
う
に
表
現
す
る
の
は
、
正
確
で
は
な
か
ろ
う
．
こ
の
表
現
は
、

そ
れ
が
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
な
い
と
す
れ
ば
、
生
産
手
段
の
社
会
化

（
「
国
有
化
」
）
と
「
国
家
的
所
有
権
」
カ
テ
熱
コ
リ
ー
の
成
立
と
を
等
置
し
た

ま
ま
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
、
法
律
的
な
所
有

権
概
念
の
没
却
ま
た
は
法
律
的
概
念
と
経
済
学
的
概
念
の
混
同
に
起
因
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
田
中
「
社
会
主
義
・
市
場
・
私
的
所
有
」
『
市
場
経

済
Ｉ
そ
の
理
論
・
歴
史
・
政
策
』
龍
谷
大
学
経
済
学
部
創
立
三
○
周
年

記
念
論
集
刊
行
委
員
会
、
’九
九
一
年
、
と
く
に
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
脂
）
 
『
マ
ル
ク
ス
Ⅱ
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
」
第
四
巻
、
四
八
九
頁
。

（
焔
）
 
川
島
武
宜
『
所
有
権
法
の
理
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
、
二
五
’

二
六
頁
。
な
お
「
所
有
」
（
権
）
概
念
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
藤
田
勇
・
水

林
彪
「
所
有
・
占
有
」
の
項
目
、
『
大
月
経
済
学
辞
典
』
五
一
七
頁
を
も
参

（
Ⅳ
）
 
藤
田
、
前
掲
、
第
二
章
参
照
。

（
肥
）
 
い
く
．
旨
豐
百
く
ゞ
房
ｇ
『
ご
煙
、
Ｏ
の
匡
・
四
『
里
く
ぃ
』
官
ゆ
く
四
の
①
の
顔
 
○
す
』
・

宮
．
、
田
巴
、
の
函
９
．

（
岨
）
こ
の
規
定
は
、
筆
者
の
「
レ
グ
ル
マ
ン
（
行
政
規
則
）
型
」
法
秩
序
と

し
て
の
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
法
と
い
う
位
置
づ
け
と
一
致
す
る
。
前
掲
拙

著
、
六
頁
参
照
。

（
お
お
え
・
た
い
い
ち
ろ
う
静
岡
大
学
）

現
代
の
折
艮
子
と
政
治

甲
馴
馴
凸
激
動
の
世
界
の
中
で

未
来
を
め
ざ
し
て

崩
壊
し
た
ソ
連
指
導
部
の
理
論
と
政

岩
崎
允
胤
著
 
治
を
鋭
く
批
判
、
解
明
ノ

四
六
判
定
価
２
５
７
５
円

「
新
し
い
思
考
」
と
史
的
唯
物
論

岩
崎
允
胤
著
第
Ⅲ
回
「
野
呂
栄
太
郎
賞
」

受
賞
一
二
細
文
収
録
ｊ

四
六
判
定
価
２
３
６
９
円

照
｡

I
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平
野
義
太
郎
著
作

に
つ
い
て
の
書
評
集

平
野
文
庫
編
 
付
別
冊
平
野
義
太
郎
著
作
目
録

マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
の
先
駆
者
平
野
の
朋
判
上
製
函
入
呈
内
容
見
本

業
績
を
著
名
研
究
者
が
解
明
す
る
。
 
定
価
８
２
４
０
円
〒
叩

現
代
日
本
文
化
論
の
研
究

Ｉ
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
新
京
都
学
派
Ｉ

鯵
坂
真
／
上
田
浩
／
黒
田
治
夫
／
釘
貫

和
則
／
山
川
学
 
定
価
３
０
９
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円
〒
川

保
守
派
文
化
論
の
本
質
を

鮮
や
か
に
解
明
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政
治 ■

特
集
ソ
連
七
四
年
の
総
括
の
た
め
に

ソ
連
邦
七
四
年
の
政
治
的
意
味

｜
「
ソ
連
社
会
主
義
」
へ
の
追
悼
文
は
ま
だ
早
い
か
？

「
ソ
ビ
エ
ト
・
社
会
主
義
・
共
和
国
・
連
邦
」
と
い
う
実
験
国
家
が

解
体
し
て
、
｜
年
に
な
る
。
二
○
世
紀
世
界
の
一
方
の
極
に
あ
り
、
か

つ
て
は
日
本
の
知
識
人
・
青
年
の
希
望
を
集
め
た
こ
と
も
あ
る
国
家
は
、

も
は
や
存
在
し
な
い
。
そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ソ
連

崩
壊
と
社
会
主
義
』
（
花
伝
社
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
で
論
じ
た
。
し
か

し
そ
の
後
も
、
歴
史
の
真
実
は
次
々
に
暴
か
れ
て
き
て
い
る
。

’九
九
二
年
三
月
二
日
付
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、

旧
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
文
言
館
文
書
の
行
方
に
つ
い
て
報
じ
た
。

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
の
ソ
連
専
門
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ビ
リ
ン
ト
ン
に

よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
耆
館
が
、
ロ
シ
ア
共
和
国
に
協
力
し
て
史

資
料
の
カ
タ
ロ
グ
を
つ
く
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
旧
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
文
書
館
文
書
は
、
七
、
五
○
○
万
点

に
の
ぼ
る
。
そ
こ
に
は
、
共
産
党
地
方
指
導
部
か
ら
中
央
委
員
会
へ
の

膨
大
な
報
告
書
や
秘
密
世
論
調
査
記
録
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
未
発
表
の

レ
ー
ニ
ン
の
書
簡
川
、
○
○
○
通
や
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
も
と
に
届
け
ら

れ
た
種
々
の
秘
密
報
告
書
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
指
導
部
会
合
の
速
記
録
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
時
間
を
か
け
て
整
伽
さ
れ
た
の
ち
に
、
世
界
の

藤
哲

，

加

郎
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研
究
者
に
公
開
さ
れ
る
と
い
う
 
見
巨
切
島
口
吻
⑦
２
口
⑦
．
エ
の
言
○
．

国
自
侭
ぎ
ぐ
国
国
一
①
印
、
ｚ
①
乏
竜
Ｏ
詩
弓
目
の
め
．
巨
 
冨
胃
呂
 
岳
縄
）
。

そ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
新
事
実
が
で
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
？
こ

れ
ま
で
公
表
で
き
な
か
っ
た
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
社
会
主
義

の
復
権
」
に
寄
与
し
う
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
、
昨
年
夏
、

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
で
ソ
連
よ
り
一
足
先
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に

な
っ
た
、
旧
東
ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党
中
央
委
員
会
文
書
館
文
書
の

一
部
を
、
閲
覧
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
手
書
き
や
タ
イ
プ

印
刷
で
残
さ
れ
た
多
く
の
党
内
連
絡
文
書
が
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
指
令
や
名
簿
類
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
党
内
人
事
と
党
財
政
に
関
わ

る
も
の
も
多
か
っ
た
。
よ
り
具
体
的
に
い
う
と
、
例
え
ば
、
あ
る
地
区

の
党
幹
部
か
ら
別
の
地
区
の
党
委
員
会
へ
「
○
○
同
志
が
×
×
の
任
務

で
行
く
の
で
援
助
し
て
欲
し
と
 
と
い
う
要
請
文
や
、
党
員
の
経
営
す

る
出
版
社
に
平
和
運
動
に
関
す
る
書
籍
刊
行
で
の
利
益
の
党
へ
の
献
金

を
強
要
す
る
手
紙
と
、
そ
れ
は
通
常
の
市
民
と
し
て
得
た
利
益
で
党
費

は
別
に
ち
ゃ
ん
と
払
っ
て
あ
る
と
抗
議
す
る
民
間
小
出
版
社
社
長
の
反

論
、
と
い
っ
た
も
の
だ
。
ソ
連
邦
の
文
書
に
も
、
Ｍ
様
の
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
ソ
連
社
会
主
義
へ
の
幻
滅
」
を
、
い
っ
そ
う
あ
お

る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
、
五
〃
に
刊
行
し
た
『
ソ
迎
崩
壊
と
社
会
眼
義
』
で
、
特
異
な

世
界
観
政
党
で
あ
る
レ
ー
｜
ラ
ー
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
党
に
よ
る
政

治
支
配
の
悲
劇
と
し
て
、
ま
た
、
民
族
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
問
題
を
階
級

闘
争
に
従
属
・
還
元
さ
せ
た
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
も
た
ら
し
た
悲

惨
と
し
て
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
を
論
じ
た
。
こ
れ
か
ら
次
々
に
で
て
く
る

で
あ
ろ
う
新
事
実
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
想
像
を
絶
す

る
も
の
が
、
ま
だ
ま
だ
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
未
発
表
の
レ
ー
’一
ン

の
手
紙
の
な
か
に
は
、
晩
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
「
最
後
の
闘
争
」
や
、

ト
ロ
ッ
キ
ー
と
の
提
携
を
示
す
資
料
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、

レ
ー
ニ
ン
と
革
命
的
テ
ロ
リ
ズ
ム
・
強
制
収
容
所
と
の
つ
な
が
り
を
示

す
文
書
も
、
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
、

ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
政
治
過
程
は
、
こ
れ
か
ら
よ
う
や
く
本
格
的
に

研
究
し
う
る
こ
と
に
な
る
。

情
報
独
占
と
秘
密
主
義
の
ヴ
ェ
ー
ル
で
お
お
わ
れ
た
国
家
は
崩
壊
し

た
が
、
そ
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
よ
う
や
く
取
り
払
わ
れ
始
め
た
こ
の
局
面
で
、

ソ
ビ
エ
ト
研
究
の
専
門
家
は
、
ど
う
論
じ
る
の
だ
ろ
う
か
？
 
ペ
レ
ス

ト
ロ
イ
カ
期
か
ら
始
ま
る
ソ
連
歴
史
学
の
変
貌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、

Ｒ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
（
『
・
ヘ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
歴
史
像
の

岻
換
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
年
）
や
Ｒ
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
の
一
九
三

四
年
キ
ー
ロ
フ
事
件
に
つ
い
て
の
再
論
（
『
誰
が
キ
ー
ロ
フ
を
殺
し
た

か
』
時
事
通
倫
社
、
一
九
九
一
一
年
）
が
、
わ
が
脚
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
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シ
ベ
リ
ア
抑
留
や
北
方
領
土
に
つ
い
て
の
新
史
料
も
、
次
々
に
公
表
さ

れ
て
き
て
い
る
。
無
論
、
日
本
の
研
究
者
の
著
作
・
論
文
も
、
多
数
発

表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
私
は
、
わ
が
国
の
ソ
ビ
エ
ト
政
治
研
究
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
一
人
で
あ
る
渓
内
謙
の
エ
ッ
セ
イ
「
プ
レ
ト
’一
ヨ
フ
の
選
択
」

（
『
Ｕ
Ｐ
』
一
九
九
二
年
六
月
号
）
を
、
興
味
深
く
読
ん
だ
。

全
体
の
論
旨
は
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
『
裏
切
ら
れ
た
革
命
（
ソ
連
と
は

何
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
何
処
に
行
き
つ
つ
あ
る
か
？
）
』
（
’九
三
六

年
）
新
訳
刊
行
に
寄
せ
て
、
「
歴
史
を
究
極
に
お
い
て
動
か
す
も
の
は
、

国
家
、
支
配
者
で
は
な
く
、
社
会
、
被
治
者
で
あ
る
と
い
う
、
マ
ル
ク

ス
の
歴
史
観
へ
の
確
信
」
が
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
当
時
の
「
強
靱
な
分
析
的

・
総
合
的
精
神
」
で
の
資
本
主
義
復
活
の
可
能
性
を
含
む
分
析
を
可
能

に
し
た
と
し
て
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
プ
リ
ズ
ム
」
を
離
れ
て
の
「
過

去
と
の
理
性
的
対
話
」
の
必
要
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
レ
ー
ニ
ン

像
解
体
、
性
急
な
レ
ー
｜
一
ソ
批
判
、
十
月
革
命
と
そ
の
後
の
歴
史
の
全

面
否
定
を
も
っ
て
、
真
の
歴
史
批
判
の
た
め
の
歴
史
批
判
と
同
一
視
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
は
歴
史
批
判
の
た
め
の
精
神
的
前
提
を

用
意
す
る
過
渡
的
現
象
で
あ
る
」
と
。

「
過
去
に
理
性
の
光
を
あ
て
る
こ
と
な
し
に
は
、
未
来
を
理
性
的
に

語
る
こ
と
は
で
き
な
と
 
こ
と
自
体
は
、
私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

ト
ロ
ッ
キ
ー
の
復
権
に
も
、
異
存
は
な
い
。
私
の
ま
わ
り
の
ソ
連
研
究

者
に
も
、
渓
内
氏
と
似
た
心
境
の
人
は
少
な
く
な
い
。
本
誌
の
読
者
に

も
、
共
感
す
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
問
題
の
所
在
さ
え
つ
か
み
か
ね
て

い
る
ら
し
い
自
称
「
真
の
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
無
残
な
老
醜

Ｉ
た
と
え
ば
、
中
村
静
治
『
現
代
世
界
と
マ
ル
ク
ス
理
論
の
再
生
』

（
大
月
書
店
、
’九
九
二
年
）
ｌ
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
学
問
的
誠
実

さ
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

し
か
し
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
プ
リ
ズ
ム
」
と
同
様
に
「
レ
ー
｜
ラ

主
義
の
プ
リ
ズ
ム
」
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
「
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ

ズ
ム
」
の
「
例
外
的
手
段
」
の
集
積
が
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
へ
の
道
を

拓
い
た
」
こ
と
は
渓
内
も
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
「
手
段
の
自
己
目
的

化
」
は
、
革
命
前
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
「
前
衛
党
」
理
論
や
、
革
命
直

後
の
憲
法
制
定
議
会
解
散
と
無
関
係
で
あ
ろ
う
か
？
 
マ
ル
ク
ス
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
、
 
レ
ー
ニ
ン
、
 
ト
ロ
ッ
キ
ー
、
 
ブ
ハ
ー
リ
ン
、
 
ド
イ
ッ

チ
ャ
ー
、
カ
ー
ら
の
「
プ
リ
ズ
ム
」
も
、
や
は
り
歴
史
に
よ
り
再
検
証

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？

巷
に
溢
れ
る
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
終
焉
」
「
資
本
主
義
・
市
場

原
理
の
勝
利
」
は
、
た
し
か
に
「
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
た
過
去
に
つ

い
て
の
性
急
な
価
値
判
断
」
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
社
会

主
義
の
理
想
に
最
後
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
ゴ
ル
、
ハ
チ
ョ
フ
の
退
陣
が
、
か
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な
ら
ず
し
も
理
想
そ
の
も
の
の
終
焉
を
意
味
し
な
い
、
と
想
定
で
き
る

歴
史
の
文
脈
」
を
あ
げ
て
、
「
歴
史
の
底
流
に
耳
を
す
ま
す
な
ら
、
将

来
、
新
し
い
社
会
主
義
を
模
索
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
理
想
を
継
承
す

る
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
世
代
』
が
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
し
、
か
れ

の
理
想
を
復
活
し
、
か
れ
の
限
界
を
突
破
し
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
前
方

へ
押
し
す
す
め
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
、
と
思
う
。
ソ
連
社
会
主

義
に
追
悼
文
を
書
く
の
は
ま
だ
早
い
」
と
い
う
渓
内
の
見
解
に
は
、
私

は
、
あ
ま
り
説
得
力
を
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
新
た
な
「
プ
リ

ズ
ム
」
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
倶
を
も
っ
た
。
無
論
、

「
プ
リ
ズ
ム
」
自
体
は
研
究
主
体
の
立
場
と
問
題
設
定
に
応
じ
て
、
い

か
な
る
研
究
で
も
不
可
避
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
む
し
ろ
「
ソ
連
社
会

主
義
は
死
ん
だ
」
と
い
う
問
題
設
定
か
ら
出
発
し
て
「
社
会
主
義
の
理

想
」
と
「
民
主
主
義
」
の
再
結
合
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
？
そ

の
理
由
を
、
以
下
、
二
つ
の
点
で
述
べ
て
み
る
。

二
 
日
本
の
学
生
は
「
ソ
連
社
会
主
義
」
を
ど
う
み
た
か
？

今
日
の
旧
ソ
連
・
東
欧
で
は
、
ロ
シ
ア
革
命
以
降
七
四
年
の
歴
史
は

「
全
体
主
義
」
と
く
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
私
は
「
国
家
主
義
的
社

会
主
義
」
と
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
「
現
存
し
た
社
会

主
義
」
と
し
て
お
こ
う
。
渓
内
は
、
ト
ロ
ッ
キ
ー
に
従
い
「
自
由
と
民

主
主
義
を
欠
く
と
き
、
そ
れ
は
…
…
社
会
主
義
で
は
な
い
」
と
い
う
。

「
新
し
い
社
会
主
義
」
は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
」
と
対
置
さ
れ
る
民
主

主
義
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
七
四
年
の
「
ソ
連
社
会
主
義
」

「
現
存
し
た
社
会
主
義
」
の
伝
統
の
な
か
か
ら
、
ロ
シ
ア
革
命
期
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
み
を
抽
出
し
て
「
自
由
と
民
主
主

義
」
を
伴
う
「
新
し
い
社
会
主
義
」
に
接
合
す
る
こ
と
は
《
は
た
し
て

可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？

渓
内
の
い
う
「
歴
史
を
究
極
に
お
い
て
動
か
す
被
治
者
」
に
つ
い
て

い
え
ば
、
’九
八
九
年
の
東
欧
と
九
一
年
の
ソ
連
に
お
い
て
、
民
衆
自

身
が
あ
る
選
択
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
私

は
「
市
民
革
命
」
「
民
主
革
命
」
と
命
名
し
て
き
た
。
一
九
一
七
年
の
革

命
を
深
部
に
お
い
て
達
成
し
た
の
も
民
衆
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

の
国
家
主
義
体
制
を
葬
り
さ
っ
た
の
も
民
衆
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

こ
れ
か
ら
半
世
紀
な
り
一
世
紀
な
り
た
っ
て
、
も
し
も
ロ
シ
ア
の
民
衆

が
な
ん
ら
か
の
「
新
し
い
社
会
主
義
」
を
選
択
し
た
と
し
て
、
そ
れ
は

二
 
九
一
七
年
十
月
」
の
伝
統
の
継
承
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
？
再
び
レ
ー
ニ
ン
は
「
復
権
」
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
さ

い
の
「
新
し
い
社
会
主
義
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

な
の
だ
ろ
う
か
？
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渓
内
は
「
ソ
連
『
社
会
』
は
、
そ
れ
が
七
四
年
に
わ
た
り
生
き
つ
づ

け
た
社
会
主
義
の
歴
史
を
『
体
制
』
の
崩
壊
と
と
も
に
簡
単
に
忘
れ
去

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
題
を
立
て
て
い
る
。
他
方
で
「
世
界
経
済

か
ら
孤
立
し
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
社
会
主
義
建
設
の
い
か
な
る
企
て

も
結
局
は
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
「
［
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
」
予
言

は
い
ま
や
実
証
さ
れ
た
」
と
も
書
い
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
日
本
に
も

無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
や
、
地
球
的
規
模
で
の
「
社
会
主
義
の

理
想
」
と
「
自
由
と
民
主
主
義
」
の
接
合
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
意

味
で
も
「
復
活
」
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
「
反
面
教
師
」
で
は
な
い

な
に
が
し
か
を
、
「
ソ
連
社
会
主
義
」
の
歴
史
は
、
は
た
し
て
提
供
し
う

る
の
だ
ろ
う
か
？

私
は
、
こ
こ
数
年
、
勤
務
先
の
一
橋
大
学
で
、
毎
年
四
月
の
政
治
学

講
義
開
講
時
に
、
学
生
を
相
手
に
し
た
意
識
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

講
義
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
私
の
説
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
の
で
、

第
一
時
間
目
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
、
そ
の
結
果
は
、
こ

れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
著
書
で
用
い
て
き
た
（
『
社
会
主
義
と
組
織
原

理
 
Ｉ
』
窓
社
、
’九
八
九
年
、
『
社
会
主
義
の
危
機
と
民
主
主
義
の
再

生
』
教
育
史
料
出
版
会
、
一
九
九
○
年
、
な
ど
）
。
’九
九
二
年
四
月

は
、
何
人
か
の
政
治
学
者
の
協
力
で
、
私
の
勤
務
す
る
一
橋
大
学
（
商

・
経
済
・
法
‐社
会
学
部
二
九
六
人
）
以
外
に
、
関
東
学
院
大
学
（
工

学
部
七
六
人
）
、
工
学
院
大
学
（
工
学
部
一
六
二
人
）
、
三
重
短
期
大
学

（
法
政
・
経
商
コ
ー
ス
一
五
○
人
）
で
も
、
同
じ
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
こ
に
は
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
と
民
主
主
義
に
関
す
る
設
問
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

「
民
主
主
義
」
「
資
本
主
義
」
「
自
由
主
義
」
「
社
会
主
義
」
「
共
産
主

義
」
「
全
体
主
義
」
の
六
つ
の
イ
ズ
ム
を
あ
げ
て
、
「
よ
い
」
「
時
と
場
合

に
よ
る
」
「
よ
く
な
い
」
で
答
え
て
も
ら
う
設
問
で
の
本
年
度
の
分
布

は
、
ど
の
大
学
で
も
「
よ
い
」
と
回
答
す
る
率
が
民
主
主
義
Ｖ
自
由
主

義
Ｖ
資
本
主
義
Ｖ
社
会
主
義
Ｖ
共
産
主
義
Ｖ
全
体
主
義
の
順
で
並
ん
だ
。

こ
れ
は
例
年
通
り
で
、
民
主
主
義
・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。
’九
七
三
年
の
「
日
本
国
民
」
と
は
、
文

部
省
統
計
数
理
研
究
所
『
日
本
人
の
国
民
性
』
調
査
の
デ
ー
タ
で
、
｜

橋
大
学
生
に
つ
い
て
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
前
の
一
九
八
五
年
か
ら
の

デ
ー
タ
も
入
れ
て
お
く
。

「
あ
な
た
は
以
下
の
『
主
義
』
に
つ
い
て
《
ど
う
思
い
ま
す
か
？
あ

な
た
の
考
え
に
一
番
近
い
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
だ
け
選
び
、
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
」
（
単
位
パ
ー
セ
ン
ト
）

「
民
主
主
義
」
よ
い
時
と
髪
退
よ
る
よ
く
な
い
わ
か
ら
な
い

川
本
国
民
一
九
七
三
年
川
三
％
川
六
％
二
％
’七
％
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｜
橋
学
生
一
九
八
五
年

一
九
八
九
年

一
九
九
○
年

一
九
九
二
年

関
東
学
院
一
九
九
二
年

工
学
院
大
一
九
九
二
年

三
重
短
大
一
九
九
二
年

「
社
会
主
義
」

日
本
国
民
一
九
七
三
年

一
橋
学
生
一
九
八
五
年

一
九
八
九
年

一
九
九
○
年

一
九
九
二
年

関
東
学
院
一
九
九
二
年

工
学
院
大
一
九
九
二
年

三
重
短
大
一
九
九
二
年

「
共
産
主
義
」

日
本
国
民
一
九
七
三
年

一
橋
学
生
一
九
八
五
年

一
九
八
九
年

七
三
二
三
二

七
七
二
○
 
○

七
九
 
一
二
○

六
五
三
一
二

八
一
 
一
 
五
 
○

七
二
二
○
’

六
三
二
九
一

よ
い
 
時
と
場
合
に
よ
る
 
よ
く
な
い

一
四
％
五
一
％
’六
％

二
七
一
九

四
七
六
一
一

五
七
二
一
二

八
六
五
一
六

七
五
○
一
九

三
五
四
二
八

三
五
九
二
三

よ
い
 
時
と
場
合
に
よ
る
よ
く
な
い

五
％
三
四
％
 
四
五
％

’○
五
五
二
三

四
四
三
 
三
五

’九
九
○
年
二
四
三
三
六
 
一
九

一
九
九
二
年
三
四
四
三
七
 
一
五

関
東
学
院
一
九
九
二
年
五
二
八
四
一
 
二
五

工
学
院
大
一
九
九
二
年
一
二
六
四
一
 
三
一

三
重
短
大
一
九
九
二
年
一
三
五
三
九
二
六

こ
こ
か
ら
、
「
民
主
主
義
」
の
定
着
に
比
し
て
の
「
社
会
主
義
」
「
共

産
主
義
」
の
凋
落
、
’九
七
三
年
当
時
の
国
民
一
般
に
比
し
て
も
八
○

年
代
以
降
の
学
生
の
「
社
会
主
義
」
支
持
率
Ｉ
「
よ
い
」
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
八
九
’九
二
年
の
拒
否
率
Ｉ
「
よ
く
な

い
」
増
加
に
現
れ
て
い
る
こ
と
、
社
会
科
学
系
学
生
の
一
橋
大
学
よ
り
、

理
工
系
の
関
東
学
院
・
工
学
院
や
、
地
方
の
女
子
学
生
中
心
の
三
重
短

大
で
は
拒
否
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。
共
産
主
義
に
つ

い
て
は
、
「
社
会
主
義
」
以
上
に
支
持
率
が
低
く
な
り
、
拒
否
率
が
倍
増

す
る
。こ

れ
を
、
別
の
角
度
か
ら
、
日
本
の
社
会
体
制
と
し
て
何
を
望
む
か

を
回
答
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
え
た
。
こ
の
設
問
は
、
日
本

生
産
性
本
部
が
新
入
社
員
に
対
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
働
く
こ
と

の
意
識
調
査
」
を
転
用
し
た
も
の
で
、
一
九
七
○
年
代
に
一
割
は
い
た

「
社
会
主
義
」
志
向
の
若
者
意
識
の
衰
退
と
、
最
近
の
学
生
意
識
は
軌

を
一
に
し
て
い
る
。
な
お
「
社
会
主
義
体
制
」
支
持
者
が
わ
ず
か
な
が

○四一
ハセ

わ
か
ら
な
い

一
九
％

九九
二
四

一
五

一
五

わ
か
ら
な
い

一
六
％

’
九
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ら
残
る
が
、
関
東
学
院
・
工
学
院
・
三
重
短
大
で
は
「
現
体
制
」
支
持

が
半
数
近
く
を
占
め
る
。

問
い
「
日
本
社
会
は
資
本
主
義
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た

は
ど
う
い
う
社
会
を
望
み
ま
す
か
？
次
の
な
か
か
ら
ひ
と
つ
だ
け
選

ん
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
（
パ
ー
セ
ン
ト
）

現
体
制
改
良
さ
れ
た
体
制
社
会
主
義
体
制

日
本
青
年
一
九
七
○
年
二
四
％
五
一
％
七
％

’九
七
四
年
 
一
七
五
七
一
○

一
九
八
○
年
三
七
三
五
四

一
九
八
五
年
五
○
二
四
 
一
一

一
九
八
八
年
四
八
二
四
二

一
九
九
○
年
四
二
三
○
’

日
本
青
年
一
九
七
○
年
二
四
％
五
一

一
九
七
四
年
 
一
七
五
七

一
九
八
○
年
三
七
三
五

一
九
八
五
年
五
○
二
四

一
九
八
八
年
四
八
二
四

一
九
九
○
年
四
二
三
○

｜
橋
学
生
一
九
八
九
年
三
一
六
七

一
九
九
○
年
二
三
七
四
三

一
九
九
二
年
二
四
七
四
 
二

関
東
学
院
一
九
九
二
年
四
六
五
三
一

工
学
院
大
一
九
九
二
年
五
○
四
九
一

三
重
短
大
一
九
九
二
年
四
五
五
二
三

問
題
は
、
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
学
生
が
「
社
会
主
義
」
と
し
て

意
識
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
今
日
で
も
、
圧
倒
的
に
「
ソ
連
」

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
ソ
連
」
こ
そ
日
本
の
若
者
の
「
社
会
主
義
」
イ

メ
ー
ジ
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
「
現
存
社
会
主
義
」

へ
の
反
発
・
批
判
こ
そ
「
社
会
主
義
」
拒
否
意
識
の
中
核
に
あ
る
こ
と

が
、
以
下
の
回
答
か
ら
知
れ
る
。
「
社
会
主
義
」
イ
メ
ー
ジ
か
ら
強
い
て

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
を
見
い
だ
そ
う
と
す
れ
ば
、
「
平
等
」
で
あ
る
。
だ

が
こ
の
「
平
等
」
も
、
第
六
位
以
下
に
「
悪
平
等
」
「
画
一
的
」
「
統

制
」
な
ど
が
続
き
、
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
受
容
さ
れ
る
「
民
主
主
義
」

と
は
、
な
に
よ
り
も
「
自
由
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
点
数
は
省
略
す
る

が
、
い
ず
れ
の
調
査
で
も
、
「
社
会
主
義
」
の
第
一
位
「
ソ
連
」
、
「
民
主

主
義
」
の
第
一
位
「
自
由
」
は
、
二
位
以
下
を
圧
倒
的
に
引
き
離
し
て

い
る
。

問
い
 
ヨ
社
会
主
義
』
『
民
主
主
義
』
と
い
う
言
葉
か
ら
、
あ
な
た
が
連

想
す
る
言
葉
を
、
連
想
が
浮
か
ん
で
き
た
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
い
く

つ
で
も
、
３
個
以
内
書
い
て
く
だ
さ
い
」
（
連
想
の
順
序
に
し
た
が
っ

て
点
数
を
つ
け
、
加
重
式
で
加
算
し
た
も
の
）

社
会
主
義
第
一
位
 
第
二
位
 
第
三
位
 
第
四
位
 
第
五
位

一
橋
学
生
一
九
八
五
年
 
ソ
連
 
マ
ル
ク
ス
 
レ
ー
｜
ラ
共
産
主
義
 
中
国
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’九
八
九
年
 
ソ
連
 
平
等
 
中
国
 
マ
ル
ク
ス
 
レ
ー
’一
ン

’九
九
○
年
 
ソ
連
 
マ
ル
ク
ス
 
平
等
 
計
画
 
東
欧

一
九
九
二
年
 
ソ
連
 
マ
ル
ク
ス
 
平
等
 
レ
ー
ー
ラ
 
空
想
的

関
東
学
院
一
九
九
二
年
ソ
連
 
平
等
貧
困
 
中
国
ｌ

工
学
院
大
一
九
九
二
年
 
ソ
連
 
平
等
 
中
国
 
独
裁
 
貧
困

三
重
短
大
一
九
九
二
年
 
ソ
連
 
平
等
 
崩
壊
 
中
国
 
貧
困

民
主
主
義

一
橋
学
生
一
九
八
四
年
 
自
由
 
選
挙
 
平
等
 
平
和
 
議
会

一
九
八
九
年
 
自
由
 
平
等
 
選
挙
 
ア
メ
リ
カ
 
国
民
主
権

一
九
九
○
年
 
自
由
 
選
挙
平
等
 
ア
メ
リ
カ
 
議
会

一
九
九
二
年
 
自
由
 
選
挙
 
平
等
 
多
数
決
 
議
会

関
東
学
院
一
九
九
二
年
 
自
由
 
選
挙

日
本
 
ア
メ
リ
カ
 
国
民
主
権

工
学
院
大
一
九
九
二
年
 
自
由
 
国
民
主
権
 
選
挙
 
ア
メ
リ
カ
 
平
等

三
重
短
大
一
九
九
二
年
 
自
由
 
平
等
 
平
和
 
選
挙
 
国
民
主
権

日
本
で
「
社
会
主
義
」
と
「
民
主
主
義
」
を
結
び
つ
け
る
に
は
、
「
ソ

連
」
の
「
悪
平
等
」
を
否
定
し
た
う
え
で
、
「
自
由
」
と
「
平
等
」
を
結

び
つ
け
る
こ
と
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
日
本
の
青
年
と
モ
ス
ク
ワ
の
青
年
を
比
較
で
き
る
、
次

の
設
問
に
も
注
意
し
て
お
こ
う
。

問
い
「
あ
な
た
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ま
す

か
？
ひ
と
つ
だ
け
選
ん
で
ゞ
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
（
パ
ー
セ
ン

ト
、
モ
ス
ク
ワ
の
数
字
は
、
三
目
百
弓
ｚ
の
君
切
君
の
奥
言
］
目
・
匡
・
こ

ぎ
で
、
東
欧
革
命
後
の
ソ
連
で
急
速
に
「
社
会
主
義
」
イ
メ
ー
ジ
が
悪

化
し
た
時
期
の
も
の
）

「
競
争
（
○
○
ョ
月
笥
一
○
コ
）
」
 
肯
定
的
 
否
定
的
 
わ
か
ら
な
い

一
橋
大
学
学
生
一
九
九
二
年
 
七
三
％
 
’五
％
 
’二
％

モ
ス
ク
ワ
の
青
年
（
二
○
’二
九
歳
）
八
六
 
七
 
七

モ
ス
ク
ワ
市
民
平
均
一
九
九
○
年
 
七
四
 
一
○
 
’六

「
利
潤
（
耳
○
爵
）
」
肯
定
的
 
否
定
的
 
わ
か
ら
な
い

一
橋
大
学
学
生
一
九
九
二
年
 
六
四
 
二
○
 
’六

モ
ス
ク
ワ
の
青
年
（
二
○
’二
九
歳
）
六
二
 
二
四
 
一
四

モ
ス
ク
ワ
市
民
平
均
一
九
九
○
年
 
五
三
 
二
八
一
九

「
計
画
（
豆
四
コ
）
」
肯
定
的
 
否
定
的
 
わ
か
ら
な
い

一
橋
大
学
学
生
一
九
九
二
年
 
七
六
 
九
一
四

モ
ス
ク
ワ
の
青
年
（
二
○
’二
九
歳
）
四
○
 
四
八
ニ
ー

モ
ス
ク
ワ
市
民
平
均
一
九
九
○
年
 
四
二
 
四
二
一
六

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
「
競
争
」
や
「
利
潤
」
に
つ
い
て
は
、
ソ

連
の
若
者
も
日
本
の
学
生
も
、
大
き
な
意
識
の
差
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

む
し
ろ
目
立
つ
の
は
、
日
本
の
学
生
の
「
計
画
」
肯
定
意
識
の
高
さ
と
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モ
ス
ク
ワ
の
青
年
た
ち
の
反
発
で
あ
る
。
日
本
の
学
生
た
ち
は
、
「
競

争
」
や
「
利
潤
」
よ
り
も
高
い
割
合
で
、
ま
た
一
九
九
○
年
モ
ス
ク
ワ

の
あ
ら
ゆ
る
階
層
よ
り
も
明
確
に
、
「
計
画
経
済
」
を
支
持
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
「
行
政
指
導
型
日
本
経
済
の
成
功
」
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
新
し
い
社
会
主
義
」
は
、
「
計
画
」
を
可
能
に

す
る
混
合
経
済
、
旧
ソ
連
型
で
も
現
代
日
本
型
で
も
な
い
経
済
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
、
例
え
ば
レ
ー
ニ

ン
の
「
国
家
資
本
主
義
」
な
い
し
ソ
連
の
二
○
年
代
ネ
ッ
プ
と
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
的
経
験
と
、
ど
ち
ら
が
青
年
た
ち

に
希
望
を
与
え
、
未
来
に
開
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
う
る
だ
ろ
う

か
？
少
な
く
と
も
日
本
に
お
い
て
は
、
「
ソ
連
社
会
主
義
」
は
ｌ
そ

れ
が
ど
う
よ
ば
れ
よ
う
と
Ｉ
「
社
会
主
義
の
理
想
」
「
新
し
い
社
会

主
義
」
に
と
っ
て
は
「
反
面
教
師
」
以
上
の
も
の
に
は
な
り
え
な
い
、

と
私
は
思
う
。

三
 
『
収
容
所
群
島
』
と
実
質
労
働
時
間
・
自
由
時
間

ス
タ
ー
リ
ン
粛
清
で
「
病
死
」
と
さ
れ
て
き
た
日
本
人
犠
牲
者
が
実

は
「
銃
殺
」
だ
っ
た
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
も
（
『
亦
肱
』
一
九
九
二
年
五

月
一
九
日
）
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
富
農
の
首
を
絞
め
よ
」
と
い
う
赤
色
テ
ロ

ル
秘
密
指
令
が
で
て
き
て
も
（
『
朝
日
新
聞
』
六
月
一
八
日
）
、
も
は
や

だ
れ
も
驚
か
な
く
な
っ
た
。
飛
行
機
事
故
や
原
発
事
故
が
隠
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
、
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
「
不
足
の
経
済
」
の
実
態
は
、

私
自
身
も
体
験
し
た
。
経
済
統
計
の
い
い
加
減
さ
も
、
あ
る
程
度
は

知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
二
年
五

月
二
五
日
の
「
物
不
足
の
は
ず
、
旧
ソ
連
人
口
実
は
四
億
人
」
「
地
図
に

な
い
町
、
統
計
さ
れ
ぬ
人
、
『
余
計
者
」
一
億
二
千
万
人
」
「
国
家
犯
罪

の
収
容
者
列
島
」
と
い
う
記
事
に
は
、
さ
す
が
に
驚
い
た
。
二
億
八
、
○

○
○
万
人
の
公
式
人
口
の
他
に
一
億
二
、
○
○
○
万
人
（
日
本
の
総
人

口
！
）
の
囚
人
が
強
制
収
容
所
に
い
る
と
い
う
『
ア
ガ
ニ
ョ
ー
ク
』
誌

一
九
九
二
年
四
月
号
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
記
事
の
翻
訳
だ
が
、
実

は
こ
れ
は
『
ア
ガ
’一
ヨ
ー
ク
』
編
集
部
の
 
ヨ
イ
プ
リ
ル
・
プ
ー
ル
」

を
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
報
じ
た
大
誤
報
だ
っ
た
と
か
。
も
っ
と
も
エ

リ
ッ
ィ
ン
は
、
六
月
に
、
＄
ヘ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
ア
メ
リ
カ
兵
捕
虜
が
強

制
収
容
所
で
ま
だ
生
き
て
い
る
と
示
唆
し
た
。

『
読
売
新
聞
』
の
記
事
に
驚
い
て
、
改
め
て
、
Ａ
・
ソ
ル
ジ
ェ
ニ

ッ
ィ
ン
『
収
容
所
群
島
』
を
読
み
返
し
た
。
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ッ
ィ
ン
と
て
、

そ
の
全
貌
を
知
り
え
た
は
ず
は
な
い
。
規
模
に
つ
い
て
は
「
数
百
万
」

と
い
う
言
い
方
が
多
く
、
一
九
三
九
年
に
つ
い
て
、
人
口
一
億
五
、
○

○
○
刀
人
の
一
判
、
｜
、
五
○
○
万
人
と
し
て
い
る
（
木
村
浩
訳
、
新
湘

1 ，
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文
庫
版
、
⑤
四
三
頁
）
．
無
論
こ
れ
で
も
、
充
分
に
驚
異
的
数
字
だ
。

彼
は
、
「
群
島
」
が
ソ
ビ
エ
ト
社
会
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
る
こ
と
で
形

づ
く
ら
れ
る
「
娑
婆
の
生
活
の
特
徴
」
を
、
次
の
様
に
挙
げ
て
い
た
。

①
絶
え
ざ
る
恐
怖
、
②
住
居
登
録
制
度
、
③
秘
匿
性
・
不
信
、
④
全
面

的
無
知
、
⑤
密
告
制
度
、
⑥
生
存
方
法
と
し
て
の
裏
切
り
行
為
、
⑦
堕

落
、
⑧
生
存
方
法
と
し
て
の
虚
偽
、
⑨
残
酷
、
⑩
奴
隷
的
心
理
（
新
潮

文
庫
版
、
④
四
二
○
頁
以
下
）
。
こ
れ
ら
は
、
正
当
な
指
摘
だ
と
思
う
。

私
自
身
の
か
つ
て
の
東
独
で
の
生
活
体
験
や
、
私
の
調
査
し
て
き
た
元

東
大
医
学
部
助
教
授
国
崎
定
洞
の
粛
清
期
の
状
況
と
も
、
合
致
す
る

（
加
藤
『
東
欧
革
命
と
社
会
主
義
』
「
ソ
連
崩
壊
と
社
会
主
義
』
参
照
）
。

Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
が
「
資
本
主
義
的
蓄
積
の
一
般
的
法
則
」

と
し
て
あ
げ
る
、
労
働
者
の
①
貧
困
、
②
労
働
苦
、
③
奴
隷
状
態
、
④

無
知
、
⑤
粗
暴
、
⑥
道
徳
的
堕
落
と
対
比
し
た
く
な
る
。
こ
の
「
収
容

所
生
産
」
は
、
ソ
連
七
四
年
の
歴
史
で
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の

か
？
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
研
究
者
は
、
こ
の
『
収
容
所
群
島
』
を
、

ど
れ
だ
け
分
析
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

『
群
島
』
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
ソ
連
社
会
主
義
」
の
た
ん
な
る

「
恥
部
」
な
の
だ
ろ
う
か
？
強
制
収
容
所
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
録
を
含
む
多
く
の
体
験
記
が
あ
る
が
、
系
統
だ
っ
た

全
体
的
研
究
は
少
な
い
よ
う
だ
。
政
治
犯
に
は
注
目
さ
れ
る
が
、
じ
っ

さ
い
に
は
刑
法
第
五
八
条
な
ど
が
政
治
的
抑
圧
に
よ
る
労
働
奴
隷
化
の

口
実
・
根
拠
に
な
っ
た
（
た
と
え
ば
「
富
農
」
と
さ
れ
た
数
百
万
人
の

農
民
）
。
Ｒ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
フ
『
共
産
主
義
と
は
何
か
』
（
石
堂
清
倫

訳
、
三
一
書
房
、
’九
七
三
年
）
は
、
さ
す
が
に
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
監

獄
と
収
容
所
の
物
語
は
、
た
ぶ
ん
わ
が
国
の
歴
史
の
う
ち
、
も
っ
と
も

お
そ
ろ
し
い
．
ヘ
ー
ジ
で
あ
る
。
…
…
と
る
に
た
ら
な
い
挿
話
と
考
え
る

の
は
笑
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
問
題
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、

当
時
は
い
く
つ
か
の
体
験
記
か
ら
「
何
百
何
千
の
収
容
所
」
の
 
二
昼

夜
に
一
○
時
間
、
時
と
し
て
は
一
三
’一
六
時
間
の
、
お
そ
ろ
し
く
過

重
で
、
人
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
労
働
」
の
存
在
を
指
摘
で
き
た
に
す
ぎ

な
い
（
上
巻
、
四
五
三
頁
）
。
Ｒ
・
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
『
大
粛
清
』
は
、

「
労
働
収
容
所
は
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
全
体
の
大
黒
柱
の
一
つ
で
あ
っ

た
」
「
数
百
万
の
奴
隷
労
働
者
は
、
重
要
な
経
済
的
役
割
を
演
じ
て
い

て
、
事
実
上
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
正
常
な
一
構
成
部
分
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
正
当
に
も
指
摘
し
た
が
、
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

一
九
三
八
年
で
八
○
○
万
人
と
推
計
し
た
（
片
山
さ
と
し
訳
『
ス
タ
ー

リ
ン
の
恐
怖
政
治
』
三
一
書
房
、
’九
七
六
年
、
第
一
○
章
）
。

そ
れ
は
「
ソ
連
社
会
主
義
」
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た
一
つ
の
生
産
様

式
で
は
な
か
っ
た
か
？
こ
の
よ
う
な
社
会
を
、
「
歪
め
ら
れ
た
労
働
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者
国
家
」
や
、
「
初
期
社
会
主
義
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
く
く
り
う
る
の
で

あ
ろ
う
か
？
「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
中
間
段
階
に
あ
る
矛
盾

を
含
ん
だ
社
会
」
「
過
渡
期
社
会
」
と
さ
え
言
い
う
る
の
だ
ろ
う
か
？

私
は
、
疑
問
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
の
起
源
が
レ
ー
ニ
ン
時
代
に
は
じ
ま

る
こ
と
は
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ッ
ィ
ン
や
コ
ン
ク
ェ
ス
ト
が
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
’九
一
八
・
’九
年
に
チ
ェ
ー
カ
ー
（
非
常
委
員
会
）
に
よ
り

栽
判
抜
き
に
銃
殺
さ
れ
た
者
八
、
三
三
九
人
、
摘
発
さ
れ
た
「
反
革
命
」

組
織
四
一
二
、
逮
捕
者
八
万
七
、
○
○
○
人
と
い
う
数
字
（
『
収
容
所
群

島
』
①
四
三
九
頁
）
は
、
「
例
外
的
手
段
」
で
あ
り
、
と
る
に
た
ら
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
？

ソ
ル
ジ
ェ
’一
ツ
ィ
ン
は
、
『
収
容
所
群
島
』
で
「
余
計
者
」
た
ち
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
か
ら
白
海
Ⅱ
バ
ル
ト
海
運
河
に
い
た
る

膨
大
な
「
公
共
事
業
」
を
地
図
に
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
労
働
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」
も
、
日
本

の
『
女
工
哀
史
』
の
世
界
も
及
ば
な
い
、
全
人
格
的
支
配
と
二
四
時
間

拘
束
の
世
界
で
あ
る
。
彼
は
、
農
奴
制
と
収
容
所
労
働
を
比
較
し
、
「
自

分
た
ち
に
は
何
の
得
に
も
な
ら
ず
体
力
を
消
耗
さ
せ
る
賦
役
労
働
へ
出

る
」
共
通
性
と
と
も
に
、
収
容
所
労
働
が
農
奴
制
よ
り
も
苛
酷
で
あ
り
、

①
農
奴
に
は
日
曜
日
・
祭
日
が
あ
っ
た
が
囚
人
に
は
な
か
っ
た
、
②
農

奴
に
は
馬
や
衣
服
・
食
器
の
個
人
的
所
有
が
許
さ
れ
た
が
囚
人
に
は
な

か
つ
た
、
③
農
奴
は
家
族
と
共
に
く
ら
せ
た
が
囚
人
は
半
永
久
的
に
家

族
と
引
き
離
さ
れ
た
、
④
農
奴
は
定
住
で
き
た
が
、
囚
人
は
幾
度
も
護

送
さ
れ
て
地
の
果
て
に
送
ら
れ
た
と
述
べ
、
「
公
正
な
比
較
に
耐
え
う

る
も
の
は
古
代
東
洋
の
奴
隷
制
度
以
外
に
な
い
」
と
い
う
。
そ
し
て
、

’九
世
紀
の
農
奴
の
売
買
が
「
決
し
て
百
万
単
位
に
は
な
ら
な
か
っ

た
」
の
に
 
百
シ
ァ
の
新
聞
や
文
学
は
憤
慨
し
て
こ
れ
を
非
難
し
た
」

こ
と
と
の
対
比
で
、
「
巨
 
九
］
三
○
年
代
、
四
○
年
代
、
五
○
年
代
に

は
わ
が
国
に
は
文
学
は
な
か
っ
た
」
と
断
じ
る
。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ッ
ィ
ン
や
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク
の
ロ

シ
ア
主
義
思
想
や
文
学
的
評
価
で
は
な
い
。
彼
ら
が
生
命
を
か
け
究
明

し
た
独
特
の
「
生
産
様
式
（
ウ
ク
ラ
ー
ド
）
」
を
構
造
的
に
ビ
ル
ト
イ
ン

し
て
七
四
年
間
実
在
し
た
「
社
会
構
成
体
」
を
、
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ

け
る
べ
き
か
で
あ
る
。

好
運
に
し
て
囚
人
に
な
ら
な
か
っ
た
普
通
の
労
働
者
・
農
民
Ⅱ
「
ソ

ビ
エ
ト
市
民
」
に
と
っ
て
、
「
ソ
連
社
会
主
義
」
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
？
私
は
、
最
近
主
題
と
し
て
い
る
「
自
由
時
間
の
政
治
学
」

Ｉ
現
代
日
本
の
企
業
社
会
、
過
労
死
の
世
界
史
的
位
置
づ
け
ｌ
と

の
関
わ
り
で
、
旧
ソ
連
の
残
業
や
「
土
曜
労
働
」
な
ど
を
含
む
一
般
労

働
者
・
農
民
の
実
質
労
働
時
間
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
信
頼
で
き
る
研
究
・
資
料
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
帝
制
ロ
シ
ア
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時
代
に
つ
い
て
は
、
荒
又
重
雄
『
ロ
シ
ア
社
会
政
策
史
』
（
恒
星
社
厚
生

閣
、
一
九
七
一
年
）
か
ら
、
あ
る
程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ソ
ビ

エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
、
辻
義
昌
『
ロ
シ
ア
革
命
と
労
使
関
係
の
展

開
』
（
御
茶
の
水
害
房
、
一
九
八
一
年
）
、
塩
川
伸
明
『
「
社
会
主
義
国

家
一
と
労
働
者
階
級
」
（
岩
波
書
店
、
’九
八
四
年
）
、
同
『
ソ
ビ
エ
ト

社
会
政
策
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
、
大
津
定
美
『
現

代
ソ
連
の
労
働
市
場
』
（
日
本
評
論
社
、
’九
八
八
年
）
な
ど
を
読
み
、

よ
う
や
く
岡
田
裕
之
「
労
働
者
国
家
の
労
働
日
」
（
『
経
営
志
林
』
一
二

巻
三
・
四
号
、
’九
八
四
・
八
五
年
）
に
ゆ
き
つ
い
た
。
そ
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
論
文
や
新
聞
記
事
な
ど
の
断
片
的
記
録
か
ら
の
推
定
で
は
あ

る
が
、
ロ
シ
ア
労
働
者
の
実
労
働
時
間
が
革
命
に
よ
る
「
八
時
間
労
働
」

宣
言
に
よ
っ
て
帝
制
期
よ
り
短
縮
さ
れ
た
に
し
て
も
、
日
本
を
除
く
先

進
資
本
主
義
に
比
し
て
画
期
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、

’九
二
七
年
の
「
七
時
間
労
働
」
宣
言
が
大
量
失
業
や
交
代
制
導
入
と

結
び
つ
い
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
、
自
立
的
労
働
組
合
の
弱
さ
（
こ
の
点

は
日
本
と
共
通
）
が
国
家
・
経
営
者
の
窓
意
的
時
間
管
理
を
許
し
た
こ

と
、
「
土
曜
労
働
」
や
未
払
い
残
業
が
日
本
の
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
同
様

に
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
、
「
計
画
経
済
」
の
機
能
不
全
、
原
材
料
未
着

に
よ
る
労
働
力
遊
休
と
「
突
貫
作
業
」
と
よ
ば
れ
る
集
中
残
業
が
「
ソ

連
社
会
主
義
」
の
特
質
を
な
す
こ
と
、
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

詳
し
く
は
別
稿
で
論
じ
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
「
ソ
連
社

会
主
義
へ
の
追
悼
文
は
ま
だ
早
い
」
と
問
題
を
設
定
す
る
こ
と
で
お
こ

り
う
る
「
プ
リ
ズ
ム
」
の
偏
差
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
岡
田
は
「
社
会
主

義
に
お
け
る
絶
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」
と
い
う
仮
説
を
た
て
る
こ
と

で
、
法
定
労
働
日
・
労
働
時
間
や
公
式
統
計
で
は
見
え
な
い
残
業
や
土

曜
・
日
曜
労
働
を
含
む
「
労
働
者
国
家
に
お
け
る
労
働
日
」
と
い
う
問

題
設
定
か
ら
、
不
払
い
剰
余
労
働
の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
た
。
私

は
、
岡
田
の
理
論
モ
デ
ル
の
全
体
的
当
否
は
ど
う
あ
れ
、
旧
ソ
連
研
究

で
は
こ
の
種
の
「
問
題
設
定
」
が
決
定
的
だ
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
の
旧
ソ
連
研
究
者
に
は
、
新
た
な
問
題
設
定
か
ら
の
「
ソ
連
社
会

主
義
」
七
四
年
の
具
体
的
研
究
、
実
質
労
働
時
間
と
自
由
時
間
、
労
働

環
境
・
労
働
生
活
、
女
性
の
社
会
的
地
位
、
家
族
・
教
育
・
精
神
生
活

の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
「
計
画
と
市
場
」
「
国
家
的
所
有
と
社
会
的
所
有
」
に
つ
い
て
の

抽
象
的
理
論
よ
り
も
、
「
国
家
社
会
主
義
」
「
国
家
的
奴
隷
制
」
と

「
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
支
配
」
の
現
実
的
連
関
を
分
析
し
て
く
れ

る
よ
う
望
む
。

「
ソ
連
社
会
主
義
」
は
死
ん
だ
。
だ
が
そ
れ
は
、
現
実
に
存
在
し
た

が
ゆ
え
に
、
よ
う
や
く
学
問
的
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
歴
史
的

評
価
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
生
涯
を
通
じ
て
イ
ン
ド
と
思
い
込
ん
で
い
た
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「
新
大
陸
発
見
」
の
意
味
と
同
じ
よ
う
に
、
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
レ
ー
ニ
ン
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
ロ
シ
ア
革
命
の
場
合
は
ど

う
か
？
そ
れ
は
、
未
来
の
人
類
が
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。

（
か
と
う
・
て
つ
ろ
う
 
一
橋
大
学
・
政
治
学
）

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

今
年
三
月
、
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
 
ヨ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
業
績
と

現
代
」
と
題
す
る
国
際
学
術
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
席
上
、
参
加
者
に
対

し
て
ロ
シ
ア
の
経
済
危
機
に
か
ん
す
る
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
な
わ

れ
た
。
三
日
間
の
会
期
中
に
集
ま
っ
た
回
答
は
二
一
○
人
分
に
の
ぼ
り
、

そ
の
う
ち
八
人
が
外
国
人
（
西
欧
）
で
あ
っ
た
。

現
在
の
危
機
に
つ
い
て
、
主
要
原
因
の
順
位
づ
け
を
問
う
た
結
果
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

極
度
の
軍
事
化

経
済
構
造
の
立
後
れ

超
独
占
・
競
争
閉
息

技
術
工
程
の
遅
れ

全
体
で
 
う
ち
外
国
人

一
位
三
位

一
二
 
一
ハ

匹
 
三
（
同
順
）

人
材
養
成
の
欠
陥

経
済
利
害
の
破
壊
・
寄
食

全
体
主
義
政
治
体
制
の
破
綻

経
済
Ⅱ
社
会
政
策
の
失
敗

連
邦
解
体
・
経
済
連
関
寸
断

過
度
の
対
外
債
務

も
と
よ
り
綿
密
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
な
く
、
と
く
に
外
国
人
の
数
が

少
な
い
の
で
、
確
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
全
体
と
し
て
内

外
の
専
門
家
（
約
七
○
％
が
修
士
以
上
）
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
も

の
と
す
れ
ば
、
お
も
し
ろ
い
傾
向
が
あ
る
。
危
機
の
要
因
と
し
て
、
ロ

シ
ア
（
旧
ソ
連
）
国
内
の
専
門
家
は
も
っ
ぱ
ら
ソ
連
の
経
済
構
造
そ
の

も
の
、
お
よ
び
そ
の
要
素
を
上
位
に
挙
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
外
国
人

専
門
家
は
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
間
の
政
府
の
経
済
政
策
、
お
よ
び
そ
の

結
果
も
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
対
照
的
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
多
数
の
経
済
学
者
が
近
年
の
ソ
連
Ⅱ
ロ
シ
ア
の
政
策
に
関

与
し
て
き
た
こ
と
の
現
れ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
エ
リ

ッ
ィ
ン
Ⅲ
ガ
イ
ダ
ー
ル
の
経
済
政
策
に
対
し
て
は
、
会
議
の
席
上
で
も

会
場
周
辺
で
も
か
な
り
批
判
的
な
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。（

弓
．
シ
・
Ｚ
．
）

十 九 八 七 六 五

八 四 二 五 七 九
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